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笹目石(茨城県久慈郡町屋産)

本郵の超塩基性岩薮には成因論的にみて二つの型があるとされている

目高型と笹目型である写真の岩屑は文字のとおり笹目型に属するもの

で俗に琵;百行葉石町屋石とも呼ばれ装飾;百科として矢口られている

肉眼的に黒色の柱状～板状の種の葉の形をした部分が多量に凱寂するところ

からこの名があるこの黒色の部分は蛇紋肩化したかんらん肩からなる

写真でもその中に粒状に白く光ってみえるのがかんらん肩の残品で細かい

黒色の粒は蛇紋肩化するとき散出された磁鉄鉱である基地の部分は普通

淡い緑灰色の絹布肩化した斜方輝石を主とするがここではそのほとんどが

滑石となっておりわずかに透角閃肩がみられるこの中の不定形のやや大

きな黒色粒はクロｰム鉄鉱(SP)

同本光学万能投影器十字ニコル(約15倍)�




